
平成２４年度 「大学間連携共同教育推進事業」 選定取組

取組名称：実践力と創造力を持つ高信頼スマート組込みシステム技術者の育成
取組大学：金沢工業大学（代表校）、北陸先端科学技術大学院大学

金沢工業大学と北陸先端科学技術大学院大学が技術者教育の分野で連携し、学問分野の縦割りを超えて総合的に思考できる「高
信頼スマート組込み技術者」を育成する「教育コース」「学修フィールド」「学修成果の達成度を把握する仕組み」および「教
材」をステークホルダーと共に構築し、実践する。

学修フィールド（KITマイクログリッド）

計算機チップを組み込んだネットワークアク

セス機能を持つ装置や機器が急速に増え、

技術立国としての「ものづくり技術」の基幹産

業になりつつあり、これに伴い産業構造が

変革している一方、大学の教育課程は、従

来からの学問分野で構成されている

金沢工業
大学

北陸先端
科学技術
大学院
大学

一般社団法人
組込み
システム
技術協会

社団法人
石川県
鉄工機電
協会

社団法人
石川県

情報システム
工業会

学生の成長を支援する
評価システムの構築

ステークホルダー

組込み基礎Ⅰ・Ⅱ

実践型インターンシップⅠ・Ⅱ

組込みシステム実装講習会

教育コースの構築と
テーラーメイド教育の実践

組込み技術者としての実践力と想像力に加えて

発表・表現・伝達する力、思考・推論・創造する力、

コミュニケーション力、共同作業力とリーダーシップ、

交渉力、語学力を持つ技術者の輩出

見込まれる成果

教材・e-book作成の
ステップ

① 社会人が学び直すための教材

▼

② 学部教育で用いるために

演習・実習内容を充実

▼

③ 大学院教育で用いるために

理論編と統合化技術の充実

社会人の

学び直し

学問領域横断型かつ問題発

見・解決型の「統合型教育コー

ス」の構築が産業界・社会から

求められている
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火力発電所

●人に対して（Q１～Q４） ●周囲や集団に対して（Q５～Q７）

Q１） 【親しみ易さ】　話しかけ易い雰囲気をつくる Q５）

1 無愛想な方だ 1 集団の活動には非協力的な方である

2 2

3 大抵の人には笑顔で接することができる 3
みんなで決めたことは、できるだけ協力するよう心が
けている

4 4

5 （人から）話しかけられやすい方だ 5
集団の中で、自分の担当の仕事をきちんと遂行する
ことができる

6 6

7 誰とでも気軽に話せる 7
自分の役割だけでなく、関係者と連携をとりながら、
協力して課題に取組むことができる

8 8

9
初対面の人達と容易になごやかな関係をつくること
ができる

9
成果を上げるために、自分の果たすべき役割を自ら
理解し、周囲と協力して課題に取組むことができる

Q２） 【気配り】　相手の立場に立って思いやる Q６）

1 人の気持ちに鈍感な方だ 1
自分がもっている情報や知識などを他の人に伝えた
り、教えたりすることは少ない

2 2

3 相手の立場に立って考えるように心がけている 3
自分がもっている情報や知識などを周囲に伝えようと
心がけている

4 4

5 人の気持ちを思いやることができる 5
自らすすんで報告・連絡・相談をし、有用な情報を周
囲に伝えることができる

6 6

7 特別意識しなくても、自然に気遣いをしている 7
もっている情報を自分が提供するだけでなく、周囲か
らも有用な情報を引き出すことができる

8 8

9
相手が気づいていないようなことにまで細やかな気
配りができる

9
個人が有している情報を、各人がすすんで提供し皆
で共有するようなしくみや環境をつくりだすことができ
る

Q３） Q７） 【相互支援】　互いに力を貸して助け合う

1 人の考え方や感情に関心がない方だ 1
他の人が困っていても、頼まれなければ手助けしな
い方だ

2 2

3 人の考え方や感情を理解するよう心がけている 3
自分の役割だけでなく、周囲の状況にも気を配るよう
に心がけている

4 4

5
相手の立場に立って、感情を受けとめながら話を聴く
ことができる

5
周囲の状況に気を配り、タイミングよく手助けすること
ができる

6 6

7
相手の感情を受けとめ、理解していることを態度や
言葉で示すことができる

7
周囲の状況に気を配るだけでなく、自分の不足して
いる点を周囲を巻き込みながら補って、課題に取組
むことができる

8 8

9
相手の感情だけでなく、価値観や発言の背景までも
理解しながら話を聴き、それを態度や言葉で示すこと
ができる

9
参加者が互いに助け合い、力を補完しあうようなしく
みや環境をつくりだすことができる

●話し合いの場面で(Q８～Q１０)

Q４） 【多様性理解】　多様な価値観を受け入れる Q８）

1
自分と異なる意見や価値観をもつ人とはうまくつきあ
えない方だ

1 説明が不足して話が伝わらない

2 2

3
自分と異なる意見や価値観に出会った場合、戸惑い
ながらも理解しようとする

3
自分の考えは言うが、必ずしも筋道立てた話し方が
できているとはいえない

4 4

5
自分と異なる様々な意見や価値観でも、偏見なく理
解することができる

5 自分の考えを筋道を立てて話すことができる

6 6

7
自分と異なる意見や価値観を尊重し、柔軟に受け入
れることができる

7
自分の考えを相手にわかりやすく（相手が理解し易
いように）伝えることができる

8 8

9
自分と異なる意見や価値観を尊重し、積極的に人間
関係を広げていくことができる

9
自分の考えを明解に意志・情熱を込めて伝えること
ができる

設問１．

【情報共有】　一緒に物事を進める人達と情報を共有す
る

【話し合う】　話し合いに積極的に参加する、話し合いの
場づくりをする

下記Q１～Q２３について、各々、1～9の選択肢の中で、自分はどれに近いと思いますか。あてはまる数字の横の□にチェック（レ）を入れてください 　　　　　　

　＊文章のない偶数は、その前後の奇数の中間程度とお考えください。〔例：2は1と3の中間程度〕

【対人興味・共感・受容】　人に興味をもつ・相手の話に
共感し受けとめる

【役割理解・連携行動】　自分や周囲の役割を理解する・
互いに連携・協力して物事を行う
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